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田園回帰－農山村の新傾向ー 

■政府の食料・農業・農村白書（2014年）で「田園回帰」特集 
■国民の「田園回帰」志向←世論調査結果 
  ・移住希望傾向の強まり（2005年・21％→2014年32％） 
  ・世代別には若者（男20-40歳代、女30-40歳代） 

   

読売新聞
2015年 

５月27日 



 ■「田園回帰」の地域的広がり 
   （島根県中山間地域研究センター・藤山浩博士）   

→離島、山村で親と子どもの増加 
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■移住者の特徴（実態調査より） 
 ①20～30歳代が多い－「団塊の世代」は少ない 
 ②女性割合が上昇；夫婦移住、単身女性、「シン 
  グルマザー」－従来は圧倒的に単身男性 
 ③職業は「パラレル・キャリア」（ ピーター・ドラッカー）  

  ・移住夫婦の標準＝「年間60万円の仕事を５つ 
   集めて暮らす」（島根県、約３割の移住者は多業） 
   ＜例・新潟県＞ 

    夫＝NPO職員＋新聞配達＋里山ガイド 
       ＋健康体操ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ＋農業    
    妻＝飲食店ﾊﾟｰﾄ＋農業 
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④「Ｉターン」が「Ｕターン」を刺激 
⑤「孫ターン」も登場 
  ・Ｕターンでも、Ｉターンでもない第３のパターン   
  ・祖父母：農山村 
       父母：東京（農山村→大都市） 

       孫：農山村（大都市→農山村） 

  ・女性人気週刊誌も特集 
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■「移住者などごくわずかなもの」という批判に対して 
 １．移住者の質的位置 
  ・「選択住民」の強い発信力 
    （⇔「運命住民」） 

 ２．量的な動向 
  ・移住者数の実態（１月３日毎日新聞） 

    「毎日・明治大学合同調査」 
   ・2013年度・全国＝8,181人 
    （最狭義ー実際はその数倍）   

  ・４年間（2009～2013年）に2.9倍 
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■何故、若者は農山に向かうのか？ 

 （「地域おこし協力隊」（2009年から）の調査結果より） 
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１．多様な動機 

２．「失業」「職がな 

  い」等の理由は 

  皆無 

３．３つの代表的な 

  タイプ 

 ①貢献志向 

 ②定住志向 

 ③楽しみ志向 
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■短期的課題 

  ①仕事（仕事が少ない、選択の幅が小さい） 

  ②住宅（空き家が流動化しない） 

  ③閉鎖的コミュニティ 

  ※いずれも状況が変わりつつある 

■中長期的課題 

  移住の長期化への対応 

   ・特に子どもの教育費負担（都市部への大学進学） 
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■都市住民と共有できる農山村の新しい役割 
 ①新たなライフスタイル、ビジネスモデルの提案の場 
 ②少子化に抗する砦 
 ③再生可能エネルギーの蓄積 
 ④災害時のバックアップ 
   

  →東京五輪、「過疎」から半世紀後の「地方創生」 

  「いままでの半世紀、これからの半世紀」 
  という視野を持つこと  
 

 
 
  

おわりに－新しい日本へ－ 

以上 


